
本日の例会プログラム
○第2回クラブ協議会
 高橋采子ガバナー補佐を迎えて
 卓話「ガバナー公式訪問に備えて」
 卓話者：古河東RC第4分区ガバナー補佐高橋采子様

次回の例会プログラム　9月15日㈮
○「ガバナー公式訪問」
 国際ロータリー2820地区ガバナー大久保博之様

古河名誉市民　故 永井路子 氏　～ 鎌倉の自宅書斎にて（昭和60年頃）～

国際ロータリー第2820地区

2023︲2024  森田  一雄年度　クラブテーマ

■設　立 ： 1966年（昭和41年）7月7日
 RI加盟承認　1966年8月30日（13850）　
 スポンサークラブ土浦南ロータリークラブ
 初代会長 井上 延太郎、 幹事 岩﨑 清
■事務所 ： 〒306‐0021 古河市松並1‐9‐25 宮内 則雄
 ☎（0280）30⊖5004　fax（0280）30⊖5004
 e-mail:ns50miyauchi@dreams.ne.jp
■例会場 ： 〒306‐0041 古河市鴻巣1189‐4
 古河市商工会議所3階　☎（0280）48⊖6000
■例会日 ： 毎週金曜日（第5金曜日は無し）
■会　長 ： 森田 一雄（第58代）
■幹　事 ： 宮内 則雄
■会員数 ： 正会員51名
■発　行 ： 会報・雑誌委員会 斉藤 百合子 委員長
 e-mail:yuriko19990430@gmail.com
■公式HP ： https：//koga-rotary.org/

世界に希望を生み出そう

2023-2024年度
国際ロータリー会長

ゴードンR.マッキナリー

2023-2024年度
国際ロータリー第2820地区
大久保　博之　ガバナー

地区スローガン
まちを磨けば、あなたが輝き、世界を彩る

「奉仕を実践し、地域に希望を生み出そう」

古河ロータリークラブ週報 8

第2704回例会 2023年9月8日㈮
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第2703回
2 0 2 3 年 9 月 1日 月初めのお祝い・卓話「基本的教育と識字率向上月間に因んで」

司会・進行 ソング

ソングリーダー
小野　正人　君

塚田　晴夫
SAA委員長

・国歌   『君が代』

・ロータリーソング
  『古河ロータリークラブの歌』

月 初 め の お 祝 い

演 奏 題 目

親睦活動・家族委員会
鈴木　敏雄　委員長

出席委員会
野村　一成　委員長

◆誕生日祝い
田村　武敏 （９月18日生まれ）	 立岡　喜一 （９月20日生まれ）

◆結婚祝い
斉藤百合子 （９月23日）	 福富　浩志 （９月26日）

◆在籍祝い
遠藤源一郎 （在籍25年）	 青木　滋延 （在籍19年）
阿久津　理 （在籍13年）

　 乾 　 　 杯

大和田　五郎　パスト会長

　乾杯の音頭を久しぶりにさせていただき
ます。今日は、９月１日、防災の日です。今か
ら100年前の大正12年に、関東大震災が
おきました。我々の誰もが、まだ生まれて
ないその時に、ただ一人生まれていた方が
いらっしゃいます。岩﨑清さん、大正11年

10月26日生まれなので1歳で被災したことになります。
　最近、いろいろな災害がかなり多いです。「気を付け
ましょう！」と言っても気を配れないのが現実です。取り
敢えず、自分の身は自分で守る‼という基本を忘れずに
生活して下さい。今日、お祝いを頂いた方々、そして、お
集まりの皆様と、そのご家族の皆様の健康と幸せを祈
念いたしまして乾杯をさせていただきます。

　 委 員 会 報 告

出席委員会　野村　一成　委員長

会員数 	 50名
休会者 	 １名

出席者数 	 40名
欠席者数 	 ９名

内欠席免除者数 	 ０名
出席率 81.63％

　９月22日の移動例会「洋上例会」クルー
ジングの会費を、来週から集めます。参加
者は勿論のこと、参加しない方でも会費の
みの受付OKですので、宜しくお願い致し
ます。

　2820地区2023-2024年度地区大会、開催のお知ら
せです。
　11月５日（日）AM８：00～水戸市民会館グロービス
ホールにて開催されます。
　本日の例会より出欠及び、送迎バス利用の有無を確
認させて頂きます。
＊�バスご利用の方は、AM６：30までに古河駅東口にご

参集願います。

ロータリー財団委員会　秋葉　和敬　委員長

　財団委員会から報告致します。先月まで
の寄付金1275,000円は、既に送金してお
ります。本日も、6名の方から財団に寄付を
頂きました。また、先週の参禅例会の時の
ミリオンダラー寄付金は、22,587円、集ま
りましたのでご報告させていただきます。

プログラム委員会　相良　登　委員長
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ニ コ ニ コ B O X（ 敬 称 略 ）

会計・ニコニコBOX委員会
伏木　利光　委員長

森田　一雄	 小山さん、卓話楽しみにしています。
岩﨑　　清	 小山委員長さん、卓話楽しみにしています。
関口　哲勇	� ８月の参禅例会では、暑い中をご苦労様でした。

小山さん、卓話楽しみにしています。
大和田五郎	 乾杯をさせていただきます。
植竹　清治	 小山さん、卓話楽しみにしています。
川島　　栄	 小山さん、卓話楽しみにしています。
野村　利夫	 小山さん、卓話楽しみにしています。
間下　　保	 小山さん、卓話楽しみにしています。
野村　久男	 小山さん、卓話楽しみにしています。
塚田　晴夫	 小山さん、卓話楽しみにしています。
青木　滋延	 在籍祝いをいただきます。
関　　義明	 小山さん、卓話楽しみにしています。
坪野　　潔	� 月初めのお祝いの方々、おめでとうございます。

小山さん、卓話楽しみにしています。
服部　吉高	 小山さん、卓話楽しみにしています。
遠藤　　誠	 小山さん、卓話楽しみにしています。
小野　正人	 小山さん、卓話楽しみにしています。
阿久津　理	 小山さん、卓話楽しみにしています。
岩田　潤一	 小山さん、卓話楽しみにしています。
岩﨑　聖一	 小山さん、卓話楽しみにしています。
若松　　理	 小山さん、卓話楽しみにしています。
秋葉　和敬	 財団寄付、皆様ありがとうございます。
小野寺信次	 小山仁美さん、卓話楽しみにしています。
山浦　　博	 小山仁美さん、卓話楽しみにしています。
宮内　則夫	 小山仁美さん、卓話楽しみにしています。
熊木　善一	� 月初めのお祝いを受けられた皆様、おめでとうご

ざいます。小山仁美さん卓話楽しみにしています。
相良　　登	 小山委員長様、卓話楽しみにしています。
前田美代子	� 月初めのお祝いの皆様、おめでとうございま

す。小山さん、卓話楽しみにしています。
五十嵐　順	 小山仁美委員長さん、卓話楽しみにしています。
立岡　喜一	 誕生日祝いをいただきます。
小山　仁美	 卓話をさせていただきます。
斉藤百合子	 結婚祝いをいただきます。
早川　　宏	 小山さん、卓話楽しみにしています。
鈴木　敏雄	 小山仁美委員長さん、卓話楽しみにしています。
福富　浩志	 小山さん、卓話楽しみにしています。
井上　　勉	 小山委員長さん、卓話楽しみにしています。
野村　一成	 小山さん、卓話楽しみにしています。
塩谷　和宏	 小山さん、卓話楽しみにしています。
伏木　利光	 小山さん、卓話楽しみにしています。

投入件数 合計金額
本日 38件 99,000円
累積 176件 573,000円

　 幹 事 報 告

宮内　則雄　幹事

１．９月のロータリーレート
	 1＄＝146円です。

２．財団寄付の件
	� ８月のレート(141円)で、現時点入金分の

財団寄付を８月28日に送金しました。

３．��９月８日の例会では、古河東RC第4分区　高橋采
子ガバナー補佐をお迎えして、「ガバナー公式訪問
に備えて」と題して、卓話があります。

４．ガバナー公式訪問の件
	� ９月15日のガバナー公式訪問は、コロナ前と同様

なスケジュールで開催します。大久保博之ガバナー
の意向により、懇親会はおこないません。上着・ネ
クタイ（ロータリー）の着用をお願いします。当日の
スケジュールは、次回の例会にてお知らせします。

５．９月22日の例会の件
	� 移動例会となり、東京ベイ・クルージングレストラ

ン　シンフォニー洋上例会となります。
	 バス利用の方	  ８：45	 古河駅東口集合、
	 バス利用でない方	 11：30	 現地集合
	 となります。

　 会 長 の 時 間 　 　

森田　一雄　会長

　みなさん、こんにちは。今月は、基本的
教育と識字率向上月間とロータリーの友
月間です。
　基本的教育と識字率向上月間は、2014
年10月RI理事会は９月を重点分野：「基
本的教育と識字率の向上月間」としまし

た。地域社会で基本的教育を普及し、識字能力を高
めるためのプログラムを支援し、地域社会の参加を促
進、成人識字率の向上、教育における男女格差を減ら
すための活動、基本的教育と識字率向上に関連した仕
事に従事することを目指す専門職業人のための奨学金
支援を強調する月間です。
　ロータリーの友月間は、雑誌月間の廃止に伴い
2015-16年度より日本独自に、９月を「ロータリーの友
月間」としまた。ロータリー地域雑誌と呼ばれる「友」
誌は、全世界に31誌ある地域雑誌でその目的は地域
の特徴ある活動をその地域のロータリアンが共有する
ことである。また、「The　Rotarian」の中からいくつか
の記事をすべての地域雑誌にも掲載しているのは、全
世界のロータリアンが共通して知っておかなければな
らないためである。会員の義務でもある雑誌の購読や
記事紹介を会員に強調する月間でもあります。
　本日は小山青少年委員長に卓話をお願いしておりま
す。小山委員長、よろしくお願いいたします。
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＊第６回の答えは、■はい　が正解です。

ロータリー知識クイズ第７回
４大奉仕部門とは、クラブ奉仕、職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕である。
□ はい　□ いいえ
 ＊答えは、次回の週報に。

　本日は、基本的教育と識字率向上につ
いて卓話をさせて頂きます。個人的に、興
味のある内容だったので、今回卓話の機
会を作って頂きありがとうございました。
思っていたよりも情報が少なく困ってしま

いましたが、マイロータリーから、「基本的教育と識字
率向上　プロジェクト戦略」を見つけました。最近、マイ
ロータリーに登録したばかりだったので、今回とても助
かりました。重要だと思う部分を抜粋して、発表させて
頂きます。
　基本的教育と識字率向上とは、世界には、こどもたち
が基本的な教育を受けられず、成人が十分に読み書き
できない国や地域があります。そうした地域で、基本的
な教育を提供し、識字率を上げれば、そのほかの諸問題
の解決（貧困の削減、健康状態の改善、地域社会と経
済発展、平和構築など）の糸口をつかむことができます。
「基本的教育と識字率向上」は、ロータリーの６つの重
点分野の１つになっています。重視される理由として、
・ 全ての女性が初等教育を修了すれば、妊婦の死亡率

は66％減少する。
・ 読み書きがきできる母親を持つこどもは、読み書きの

できない母親の子と比べて、５歳以上まで生き延びる
可能性が50％高い。

・ 低所得国で全生徒が読み書きを習得した場合、１億
71000万人が貧困から抜け出すことができる。これは
全世界の貧困の１２％に相当する。

・世界で5800万人が学校に通っていない。
・ ４年間の初等教育を受けた後も読み書きの出来ない

子どもが２億5000万人いる。
・ ７億8100万人の成人が読み書きできない。その３分の

２近くが女性。
　ユネスコは、識字率の定義を「日常生活で必要な簡
単な文章を読み書きできる15歳以上の人の割合」とし
ているが、国によって定義は異なります。日本では、読
み書きは呼吸と同じくらい自然な行為に思えるため、識
字率向上に関する関心が極めて低いのが現状です。ち
なみに、日本の識字率は、99％で世界ランキングの順位
が、28位です。100％ではない理由は、戦中・戦後に子
ども時代を過ごした世代の識字率が低いため、日本に
も少なからず、今でも小学校に通っていない子どもがい
ます。（就学率99.96％）

　識字率マップ※１では、青色が識字率97％以上の国
です。緑・黄・赤色は、識字率50％以下となり、発展途
上国に識字率の低い国が目立ちます。貧困の悪循環と
なっています。
　字の読み書きができない問題として、この絵※２をご
覧ください。３つのコップがありますが、このコップに
何が入っているか、書いてあります。しかし、読める方は
少ないのではないかなと思います。この字は、カンボジ
ア語（クメール語）で、左から、水・毒・薬だそうです。
読めないことで、命を落とすことにもなりかねません。
他にも、生活に必要な正しい情報を得られなかった
り、仕事も文字を使用しない仕事に限定されるため、
単調な仕事や命の危険にさらされる仕事に就かざるを
得なかったり、地雷や立ち入り禁止エリアなど警告が
理解できないなどがあります。
　学校に通っていない子どもは、少なくなってきました
が、小学校に入学した25％は中退の可能性が高いと言
われています。子どもたちが学校に通えない理由は、貧
困、性差別、遠距離通学です。
　そして、教育効果を高める必要があります。サハラ以
南アフリカ諸国では５年間教育を受けても生徒の40％
は、読み書きができません。効果が上がらない理由は、
教員の数の不足。また、多すぎる生徒数、教員研修の
欠如、暗記に頼った学習も成果の妨げとなります。現職
の教員のスキルを伸ばすことも重要な課題です。
　「基本的教育と識字率向上　プロジェクト戦略」
に、プロジェクトの事例が、いくつか紹介されていまし
た。グローバル補助金の対象になることも分かり、知識
を深めることが出来ました。識字と教育は、生活に密
着しています。誰もが平等に教育が受けられる世の中
になってほしいと切に思いました。

　卓話「基本的教育と識字率向上月間に因んで」

青少年奉仕委員会・RA担当　小山　仁美　委員長

※２　３つのコップ

※１　識字率マップ
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